
平
成
17
年
４
月
よ
り
群
馬
県
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
、
研

修
会
、
新
年
交
流
会
な
ど
、
皆
様
の
熱

気
と
真
剣
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
元
気
を
い

た
だ
く
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
中
里

貴
江
副
会
長
が
モ
デ
ル
事
業
で
頑
張
ら

れ
た
「
通
所
看
護
」
が
「
療
養
通
所
介

護
」
と
し
て
点
数
化
が
認
め
ら
れ
喜
ば

し
い
限
り
で
す
。
し
か
し
、
国
の
財
政

調
整
に
終
始
し
た
医
療
制
度
改
革
の
議

論
で
は
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

か
か
わ
る
我
々
か
ら
元
気
を
奪
っ
て
い

く
よ
う
で
心
配
で
す
。
我
々
の
元
気
の

な
さ
は
利
用
者
さ
ん
、
家
族
の
方
々
の

元
気
も
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
こ
で
５
つ
の
質
問
で
す
。

１
　
世
界
で
最
も
妊
産
婦
死
亡
率
の
低

い
国
は
？
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２
　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
世
界
で
最
も
優
れ
た
医

療
制
度
と
認
定
さ
れ
た
国
は
？

３
　
先
進
７
カ
国
の
中
で
最
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
の
医
療
費
が
少
な
い
国
は
？

４
　
世
界
で
最
も
平
均
寿
命
の
長
い
国

は
？

５
　
世
界
で
最
も
健
康
寿
命
の
長
い
国

は
？

正
解
は
、
全
て
「
日
本
」
で
す
。
先

輩
方
や
皆
様
が
築
き
上
げ
た
医
療
・
看

護
・
介
護
に
よ
る
、
こ
れ
ら
の
結
果
に

胸
を
張
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
「
た
い
よ
う
」
の
表
紙
イ
ラ
ス

ト
の
よ
う
に
、
群
馬
県
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会
が
、
北
風
に
負

け
ぬ
「
太
陽
」、
で
あ
り
つ
づ
け
る
よ

う
こ
れ
か
ら
も
元
気
を
出
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

元
気
の
で
る
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
め
ざ
し
て

群
馬
県
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

連
絡
協
議
会

副
会
長

中
　
野
　
秀
　
彦

会 員 皆 様 へ
名称、住所等に変更がありましたら速やかに事務局までご連絡くださいますよう、

お願い申し上げます。特に用紙はございません。
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紅
梅
の
　
一
枝
繋
ぐ

縁
か
な

親
身
な
る
　
看
取
り
が
う
れ
し
い

小
春
の
院

新
人
の
　
健
気
な
ナ
ー
ス

振
り
と
な
り

読
み
書
き
も
　
食
う
も
一
所
や

春
炬
燵

春
立
つ
を
　
訪
問
看
護
に

告
げ
ら
れ
し

看
取
婦
の
　
気
遣
い
う
れ
し

隙
間
風

利
用
者
御
家
族向

山
上
原
高
行
様

俳俳俳俳
　　　　
句句句句

群
馬
県
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

連
絡
協
議
会

副
会
長

中
　
里
　
貴
　
江

を
再
認
識
し
、
在
宅
療
養
者
や
家
族
を

支
援
す
る
た
め
に
協
働
し
て
い
く
こ
と

の
意
義
を
今
後
の
課
題
と
し
て
十
分
に

学
べ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

平
成
１
７
年
度
第
４
回
研
修
会

『
山
崎
摩
耶
先
生
に
講
演
を
依
頼
し
て
』

今
回
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
病
院

看
護
職
の
方
に
も
研
修
会
の
お
誘
い
を

し
合
同
の
研
修
会
を
開
催
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
群
馬
県
と
群
馬
県
看
護
協

会
の
共
催
に
よ
り
、
会
場
も
群
馬
県
看

護
協
会
大
研
修
室
を
お
借
り
し
、
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
職
は
105
名
、

病
院
看
護
職
が
51
名
と
多
く
の
方
々
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
意
義
の
あ
る
研
修

会
に
な
り
ま
し
た
。

研
修
会
は
当
協
議
会
理
事
の
関
根
京

子
が
司
会
を
務
め
、
顧
問
の
塚
本
ま
さ

枝
が
開
会
の
挨
拶
、
共
催
者
側
か
ら
群

馬
県
看
護
協
会
会
長
の
飯
島
惠
子
様
よ

り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
研
修
会
は
始
ま

り
ま
し
た
。

座
長
は
副
会
長
の
中
里
貴
江
が
務
め
、

講
師
の
山
崎
先
生
よ
り
『
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
展
望
と
課
題
―
看
看
連

携
の
強
化
―
』
を
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

講
演
の
要
旨
は

①
わ
が
国
に
お
け
る
高
齢
化
と
保
健
医

療
福
祉

②
２
０
０
６
年
診
療
報
酬
改
定
に
み
る

病
院
医
療
の
変
化
と
在
宅
ケ
ア
・
訪

問
看
護
の
動
向

③
介
護
保
険
制
度
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
と

介
護
報
酬

④
医
療
必
要
度
の
高
い
国
は
ど
こ
で
ケ

ア
を
受
け
る
の
か
？
（
フ
ラ
ン
ス
・

デ
ン
マ
ー
ク
の
例

⑤
患
者
参
加
型
の
看
看
連
携
と
地
域
連

携
パ
ス

⑥
24
時
間
在
宅
ケ
ア
の
可
能
性
と
訪
問

看
護
の
課
題

で
し
た
。

そ
の
後
、
病
院
看
護
職
の
方
か
ら
の

質
問
や
当
協
会
副
会
長
で
あ
り
前
橋
市

医
師
会
理
事
で
も
あ
る
中
野
秀
彦
先
生

か
ら
医
師
の
立
場
で
の
ご
発
言
も
あ

り
、
理
事
の
柳
沢
恵
子
か
ら
の
閉
会
の

挨
拶
で
研
修
会
は
終
わ
り
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
看
看
連
携
の
必
要
性
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当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
始
ま
っ
て
以
来
の

大
イ
ベ
ン
ト
に
所
長
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ

一
同
、
不
安
と
楽
し
み
の
両
方
を
抱
え

な
が
ら
の
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。
呼

吸
器
装
着
・
意
思
疎
通
が
で
き
な
い
医

療
依
存
度
の
高
い
方
を
ど
う
し
た
ら
安

全
・
安
楽
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
ま
で
行

け
る
の
か
大
変
悩
み
ま
し
た
。
主
治
医

と
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
緊
急
時
の
対

応
、
バ
ス
の
中
で
の
過
ご
し
方
な
ど
あ

ら
ゆ
る
視
点
か
ら
問
題
を
予
測
し
解
決

策
を
見
出
し
て
お
き
ま
し
た
。
デ
ィ
ス

ニ
ー
シ
ー
へ
下
見
に
行
き
救
護
室
の
確

認
を
し
た
り
、
バ
ス
会
社
と
の
打
ち
合

わ
せ
を
綿
密
に
行
い
、
平
成
17
年
10
月

９
日
総
勢
30
名
の
バ
ス
旅
行
は
無
事
達

成
さ
れ
ま
し
た
。
滞
在
時
間
５
時
間
ほ

ど
で
し
た
が
様
々
な
シ
ョ
ー
を
特
等
席

で
見
ら
れ
家
族
水
入
ら
ず
の
楽
し
い
一

時
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
そ
ん
な
姿
を
見

群
馬
県
看
護
協
会

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
富
岡

内
田
智
恵
美

て
私
た
ち
は
胸
が
熱
く
な
り
、
こ
れ
ら

の
経
験
を
も
と
に
他
の
利
用
者
の
方
も

小
旅
行
で
き
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
れ
ば
と
只
今
、
第
２
弾
を
計
画

中
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
奮

闘
中
、
応
援
し
て
く
だ
さ
い
！

デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
へ
の
バ
ス
旅
行

〜〜〜〜
ＡＡＡＡ
ＬＬＬＬ
ＳＳＳＳ
のののの
利利利利
用用用用
者者者者
ささささ
んんんん
とととと
とととと
もももも
にににに
〜〜〜〜

偶
数
月
の
第
３
木
曜
日
に
な
る
と
、

馴
染
の
顔
触
れ
が
き
ら
く
な
家
に
集

い
、
居
心
地
の
良
い
雰
囲
気
の
中
日
々

の
疲
れ
を
忘
れ
、
情
報
交
換
を
は
じ
め

勉
強
会
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に

１
人
で
頭
を
抱
え
て
い
る
ケ
ー
ス
に
対

し
て
は
、
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
よ
り
得
る
物
が
多
く
、
明
日
へ
の
活

力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
サ
テ
ラ
イ
ト
よ
り
独
立
し
た

事
業
所
を
含
め
、
18
ヶ
所
の
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
活
動
中
で
す
が
、
18

年
度
の
介
護
保
険
改
定
に
向
け
て
、
研

修
や
業
務
の
体
制
強
化
等
に
勤
し
ん
で

お
り
ま
す
。

緊
急
時
の
対
応
の
仕
方
、
待
機
料
金

に
つ
い
て
又
、
地
域
の
主
治
医
の
先
生

方
と
の
関
わ
り
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

お
る
の
か
を
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状

の
中
か
ら
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

８
月
16
日
は
摂
食
・
嚥
下
障
害
に
つ

い
て
、
講
師
に
公
立
藤
岡
総
合
病
院

言
語
療
法
士
　
細
　
由
里
先
生
を
依
頼

し
て
摂
食
・
嚥
下
障
害
の
定
義
、
嚥
下

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
、
実
際
の
対
応
で
は
ク
ッ
キ
ー
を
噛

ま
な
い
で
食
べ
て
み
た
り
、
口
を
開
け

た
ま
ま
ゼ
リ
ー
を
食
べ
た
り
、
上
を
向

い
て
水
を
飲
ん
だ
り
と
、
貴
重
な
体
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
利
用
者
に
適
し
た
姿
勢
や
食

事
介
助
方
法
な
ど
良
い
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会

活活
動動
報報
告告

東
支
部

（
伊
勢
崎
・
桐
生
地
区
）

役
員
　
古
郡

西
支
部

（
高
崎
・
富
岡
・
安
中
地
区
）

役
員
　
青
木
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全
国
各
地
に
大
雪
の
被
害
を
も
た
ら

し
、
平
成
18
年
度
豪
雪
と
名
づ
け
ら
れ
、

県
内
に
於
い
て
も
大
変
な
思
い
で
訪
問

さ
れ
た
方
も
い
た
事
と
思
い
ま
す
。

よ
う
や
く
春
の
日
差
し
、
暖
か
さ
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
文
中
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
２

月
に
は
山
崎
先
生
、
３
月
に
は
介
護
予

防
専
門
官
と
中
央
よ
り
の
先
生
方
に
よ

る
講
演
、
訪
問
看
護
に
寄
せ
さ
れ
る
期

待
に
応
え
る
べ
く
、
迎
え
る
18
年
度
は

会
員
一
丸
と
な
っ
て
果
敢
に
ア
タ
ッ
ク

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

広
報
担
当
　
佐
藤

編
集
後
記

今
年
度
の
支
部
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

は
、
定
例
会
議
の
他
に
実
地
指
導
の
情

報
交
換
な
ど
も
あ
り
、
積
極
的
に
意
見

が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。
年
に
１
度
の
勉

強
会
に
は
「
野
口
み
ど
り
」
先
生
を
お

招
き
し
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
を
行
い
、

南
支
部
の
ス
タ
ッ
フ
一
同
が
集
ま
り
、

日
頃
の
疲
れ
か
ら
開
放
さ
れ
笑
顔
い
っ

ぱ
い
の
勉
強
会
を
催
す
事
が
で
き
南
支

部
が
団
結
さ
れ
た
１
年
に
な
り
ま
し
た
。

北
支
部
は
、
連
絡
協
議
会
の
支
部
の

中
で
は
一
番
会
員
の
多
い
支
部
で
す
。

17
年
度
は
３
回
の
勉
強
会
を
開
催
し
、

毎
回
20
名
前
後
の
管
理
者
や
ス
タ
ッ
フ

の
参
加
を
得
て
有
意
義
な
時
間
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
１
回
目
（
６
月

開
催
）
で
は
実
際
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
リ

ハ
ビ
リ
を
担
当
し
て
い
る
理
学
療
法
士

の
方
に
「
在
宅
で
の
リ
ハ
ビ
リ
の
ポ
イ

ン
ト
」
に
つ
い
て
・
２
回
目
（
10
月
開

催
）
は
協
和
発
酵
か
ら
フ
ェ
ン
タ
ニ
ー

ル
（
デ
ュ
ロ
テ
ッ
プ
パ
ッ
チ
）
の
癌
疼

痛
管
理
に
つ
い
て
の
説
明
・
３
回
目

（
12
月
開
催
）
で
は
コ
ン
バ
テ
ッ
ク
よ

り
Ｗ
Ｏ
Ｃ
ナ
ー
ス
を
派
遣
し
て
も
ら
い

２
時
間
講
義
と
実
習
を
入
れ
ス
ト
ー
マ

管
理
と
ス
キ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て
勉
強

し
、
多
く
の
質
問
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
支
部
会

で
は
知
識
の
習
得
、
疑
問
、
悩
み
を
解

消
で
き
る
場
そ
し
て
、
毎
日
忙
し
い
業

務
に
追
わ
れ
て
い
る
管
理
者
に
と
っ
て

の
交
流
の
場
と
し
て
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
４
月
は
言
語
療

法
士
に
依
頼
し
て
話
を
し
て
も
ら
う
予

定
で
す
。

南
支
部

（
太
田
・
館
林
地
区
）

役
員
　
世
鳥
山

北
支
部

（
前
橋
・
渋
川
・
沼
田
・

吾
妻
地
区
）

役
員
　
下
田

お 知 ら せ
平成18年度群馬県訪問看護ステーション連絡協議会総会並びに特別講演会の開催

日　時：平成18年５月27日（土）午後３時
場　所：群馬メディカルセンター　大ホール

特 別 講 演
演　題：訪問看護ステーションが生き残るために －パートⅢ－（仮題）
講　師：特定医療法人財団健和会理事

健和会訪問看護ステーション統括所長
宮崎　和加子　先生


